
　 本年3月26日に開催された第40回SVCF院内集会では、こ

の3月で一時活動を休止するSVCF原発ウォッチャー・チー

ムを牽引してきた高山和彦氏による講演を行いました。	

　 SVCF原発ウォッチャーの活動では、2011年秋より3年以上

にわたって毎月１回、主に東京電力福島第一原子力発電所

の広報発表資料をもとにして、①原子炉建屋内、②汚染水

処理、③サンプリングによる汚染の監視の3つの視点で

ウォッチを続け、それを判りやすく分析・整理したリポートを

発行し続けてきました。	

　 なかでも、高山氏は元・東芝に勤務され原子炉設計の仕

事に関わっていただけに、毎月１回開催した原発ウォッ

チャー会議の席で、専門家としての立場から福島第一原発

事故に関する収束状況を詳しく解説していただきました。	

　今回は、原子炉設備の概要と事故時の状況の基礎復習を

しながら、これまでの事故収束作業の進捗経緯を含めてご

説明いただくとともに、現在の課題や問題点、さらには今後	

４８行	

　 福島原発行動隊の行動隊員や賛助会員はもとより、国会

議員や支援者等の交流を図るとともに、各種課題に対する

勉強や意見交換を目的としたSVCF院内集会は4月28日(火)

の開催で41回目を迎えます。	

　 今回は「ふくいち周辺環境放射線モニタリングプロジェク

ト」のリーダーである満田正氏と同メンバーの中村順氏にご

登壇いただき、2012年9月から続けている福島県南相馬市

を中心とした放射線モニタリング活動報告をお願いします。	

　 満田氏と中村氏はともに当団体の行動隊員でもあり、早く

から当団体の呼びかけに呼応して、福島第一原発事故収束

作業への参加の意思表明をされています。さらに、このプロ

ジェクトには他の行動隊員も数多く参加されており、福島第

一原発事故の傷跡が深いこの地において、被災者視点で

のモニタリング活動を重ねながら被災者との直接的な交流・

対話を続けています。	

　 18回にわたる現地でのモニタリング活動では、実体験に基

づく様々なノウハウの蓄積も得ており、そうした貴重なお話も

聞かせて頂けるものと期待しています。当団体としても、本

年度事業からこれまで以上に福島原発事故の被災地にコ

ミットした活動の実践に力を入れていく方針を打ち出してい

るだけに、この講演をキッカケに今後はさらに交流を深めて

切磋琢磨していきたく考えています。	

　 皆様方におかれましても、お忙しい中、お時間を調整され

ご参加くださいますようお願い致します。	
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第41回院内集会は  “4⽉月28⽇日（⽕火）11時“ から。	

「南相⾺馬モニタリング活動を続けて⾒見見えたこと」	

　 第41回SVCF院内集会の開催は、4月28日（火）11時—13

時です。場所は、東京・永田町の参議院議員会館104会議

室。当日は10時30分より参議院議員会館1階の受付ロビー

において、案内係が入館証を配布致しますので、それを受

け取りご入場ください。	

＜講師プロフィール＞	

●満田正 氏：1968年、東京都立大学理学研究科大学院物理

学科博士課程修了。公害防止主任技術者の資格所持。「ふく

いち周辺環境放射線モニタリングプロジェクト」世話人代表。	

●中村順 氏：1949年生。1967年日本大学農獣医学部獣医学
科入学、1971年放校。職歴は臨床検査会社勤務、学習塾講

師、電気工事士、工場作業員ほか。	

SVCF原発ウォッチャー報告として
⾼高⼭山和彦⽒氏が「福島第⼀一原発の現状と廃炉への道筋」を講演

の廃炉作業の道筋などを、詳細にわたって解説して頂き

ました。	

　なお、事務局では、高山氏が作られた資料をベースとし

たプレゼンテーション資料をリデザインし次第、Webサイト

に掲載する予定です。皆様には完成後に、改めてご連絡

いたしますのでお待ちください。	
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内閣府に提出しました！  2015年年度度事業計画および事業予算

SVCFの事務所が千代⽥田区神⽥田淡路路町へ移転しました。
　福島原発行動隊の事務所が、4月1日より下記に

移転しました。メールアドレスは今まで通りで変更し

ていませんが、電話番号とファックス番号も変わりま

したので、下記へ登録変更をお願いします。	

＜新事務所＞	

■住所：〒101-0063千代田区神田淡路町1-21-7	

　　　　　静和ビル 1階A室	

■電話：03−3525−4811■FAX ：03−3255−5910	

■E-mail：svcf-admin@svcf.jp	

※連絡スタッフの出勤は、原則として水・木・金曜日	

　の10時-17時となりますが、事務所へお越しの節	

　はお手数をお掛けしますが事前にお電話にてご	

　確認ください。	

※また、定例の連絡会議は、毎週木曜日の10時−	

　12時に開催します。但し、SVCF院内集会と重なる	

　場合は、院内集会終了後に引き続き開催します。　	
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　 2014年度から2015年度に移行する年度末の3月に、臨時

社員総会および臨時理事会を開催し、懸案だった今後の

福島原発行動隊の方向性を確認するとともに、2015年度の

事業計画おとび事業予算を確定し、このほど所轄官庁であ

る内閣府に以下の種類を提出いたしました。	

　2015年度（本年度）の事業計画では、基本的な方針は大	

きく変更しておりませんが、従来活動の見直しを図りながら

より被災地に寄り添った活動と、長期的戦略の見直しに重

点を置いています。	

　 皆様には、改めて場を設けさせていただき、今後の方針

等についてご説明させて頂きますので、ご了承の程よろしく

お願い致します。	


